
バイオ 特許状況：出願中

糸状菌の菌体量測定法
－蛍光を用いた簡便法－

菌体・蛍光相関図
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糸状菌は、物質生産に優れた産業上重要な微生物である。酵母や細菌と違って
糸状菌は菌糸を形成するため濁度や細胞数を計測する方法では菌体量を測定
することはできないため、これまで糸状菌の菌体量を測定するには時間と手間が
かかってきた。本研究は糸状菌の菌体量を簡便迅速に測定する方法を提供する
ものである。

糸状菌の細胞を生きたまま染色できる蛍光試薬を用いて、非破壊で簡便迅速
に、かつマイクログラム程度の微量菌体を測定することが可能な方法である。
生きたままの測定のため、菌体量を定量した後に様々なアッセイに細胞を用い
ることによって測定データに対し菌体量当りの標準化を行うことが可能である。

新規の野生糸状菌や企業が保有する有用菌株のスクリーニングに応用可能で
ある。
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